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 Ⅰ－２ かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬剤師・薬局の機能の  

 評価  

(7) かかりつけ薬剤師指導料及びかかりつけ薬剤師包括管理料について、服薬 

情報の一元的・継続的な把握とそれに基づく薬学的管理・指導を行うかかり 

つけ薬剤師の取組を推進するため、同意取得時に薬剤師・患者双方のかかり 

つけ薬剤師の必要性の確認を要件とし、併せて同意取得の様式を整備する。 

(8) 処方せん集中率が高い等の薬局であっても、かかりつけ薬剤師指導料等の 

一定の算定実績がある場合には、調剤基本料の特例対象から除く取扱いを見 

直す。 

(9) 地域医療に貢献する薬局について、一定時間以上の開局や医薬品の備蓄品 

目数等に加えて、薬物療法の安全性向上に資する事例の報告や副作用報告体 

制の整備を要件とするほか、処方せん集中率が高い薬局等を含めて、夜間・ 

休日対応等の地域支援の実績等を踏まえた評価を新設する。これに伴い、基 

準調剤加算を廃止する。なお、医療資源の乏しい地域の薬局については、当 

該地域に存在する医療機関が限定されることを踏まえ、調剤基本料の特例対 

象から除外する。 

 

 

 Ⅰ－５ 質の高い在宅医療・訪問看護の確保  

(21) 薬剤師、管理栄養士の訪問指導料について、単一建物診療患者の人数に 

応じた評価に見直す。 

(22) かかりつけ薬剤師による在宅対応を推進するため、無菌製剤室の共同利 

用などの評価を見直す。 

 

 

 

 

 

Ⅰ 地域包括ケアシステムの構築と医療機能の分化・強化、連携の推進 
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 Ⅱ－１ 重点的な対応が求められる医療分野の充実  

【Ⅱ－１－１ 緩和ケアを含む質の高いがん医療の評価】 

(5) 内服薬である医療用麻薬のうち、がん疼痛療法に適応のあるものについて、 

使用実態を踏まえて投薬期間の上限を見直す。 

 

【Ⅱ－１－６ 感染症対策や薬剤耐性対策、医療安全対策の推進】 

(2) 薬剤耐性対策を普及し推進する観点から、以下のような見直しを行う。 

① 地域包括診療料等及び薬剤服用歴管理指導料について、抗菌薬の適正使 

用に関する普及啓発に努めていること等を要件とする。 

 

【Ⅱ－１－８ 薬剤師・薬局による対人業務の評価】 

(1) 薬剤総合評価調整管理料を算定する医療機関と連携して、医薬品の適正使 

用に係る取組を調剤報酬において評価する。 

(2) 適切な薬学的管理・指導の推進の観点から、薬剤服用歴管理指導料につい 

て、適切な手帳の活用実績を要件とし、当該要件に応じた評価に見直す。 

(3) 継続的な薬学的管理・指導等を推進するため、薬剤服用歴の記録に次回の 

服薬指導の計画を追加することなどを通じ、薬剤服用歴管理指導料等につい 

て評価を見直す。 

(4) 重複投薬の防止等の薬学的管理を推進する観点から、重複投薬・相互作用 

等防止加算等について、残薬調整に係るもの以外の評価を見直す。 

(5) 医療機関の求めに応じた、調剤後の患者の服薬状況の継続的な把握と医療 

機関との共有を推進するため、服薬情報等提供料の評価を見直す。 

(6) かかりつけ薬剤師による在宅対応を推進するため、無菌製剤室の共同利用 

などの評価を見直す。(Ⅰ－５(22)再掲) 

(7) 対物業務から対人業務への構造的な転換を進めるため、内服薬の調剤料の 

評価を見直すとともに、対人業務に係る薬学管理料を充実させる。 

 

 

 Ⅱ－４ 明細書無料発行の推進  

領収証と明細書が果たすべき機能やそれらの発行業務の実態、現行レセプト 

様式の見直しが平成 32 年度に予定されていることを踏まえつつ、明細書無料 

発行の取組を進める。 

 

 

Ⅱ 新しいニーズにも対応でき、安心・安全で納得できる質の高い医療の実現・ 

 充実 
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 Ⅲ－１ チーム医療等の推進(業務の共同化、移管等)等の勤務環境の改善  

(3) 常勤の薬剤師に係る週当たりの勤務時間の要件について、育児・介護時の 

例外的な取扱いを調剤報酬において明確化する。 

 

 

 Ⅲ－２ 業務の効率化・合理化  

(2) 診療報酬に関するデータの利活用推進の観点から、以下のような見直しを 

行う。 

① 電子レセプト等については、患者氏名にカタカナ併記の協力を求める。 

 

 

 

 

 Ⅳ－１ 薬価制度の抜本改革の推進  

(1) 薬価専門部会の議論を踏まえて取りまとめられた「薬価制度の抜本改革に 

ついて 骨子」に基づき対応する。 

 

 

 Ⅳ－２ 後発医薬品の使用促進  

(1) 薬局における後発医薬品調剤体制加算等について、新たな政府目標を踏ま 

え評価を見直す。 

(3) 一般名処方加算について、一般名による処方が後発品の使用促進に一定の 

効果があるとの調査結果等を踏まえ、より一般名による処方が推進されるよ 

う、評価を見直す。 

 

 

 Ⅳ－６ 医薬品の適正使用の推進  

(3) 向精神薬の多剤処方やベンゾジアゼピン系の抗不安薬等の長期処方の適 

正化推進のため、向精神薬を処方する場合の処方料及び処方せん料に係る要 

件を見直す。また、向精神薬の多剤処方等の状態にある患者に対し、医師が 

薬剤師と連携して減薬に取り組んだ場合の評価を新設する。 

 

 

 

Ⅲ 医療従事者の負担軽減、働き方改革の推進 

Ⅳ 効率化・適正化を通じた制度の安定性・持続可能性の強化 
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(4) 薬剤耐性対策を普及し推進する観点から、以下のような見直しを行う。(Ⅱ 

－１－６(2)再掲) 

① 地域包括診療料等及び薬剤服用歴管理指導料について、抗菌薬の適正使 

用に関する普及啓発に努めていること等を要件とする。 

(5) 医療機関と薬局の連携による医薬品の適正使用を推進するため、長期処方 

や残薬に係る疑義照会についてその取扱いを見直す。 

(6) 上記に加え、長期処方に係る分割指示の取扱いを見直す。 

(7) 薬剤総合評価調整管理料を算定する医療機関と連携して、医薬品の適正使 

用に係る取組を調剤報酬において評価する。(Ⅱ－１－８(1)再掲) 

 

 

 Ⅳ－７ 備蓄の効率性や損益状況等に応じた薬局の評価の推進  

(1) 医薬品の備蓄の効率性や医療経済実態調査結果における損益率の状況等 

も踏まえ、大型のいわゆる門前薬局等に対する評価を適正化する観点から、 

現行の処方せん受付回数及び現行の特定の医療機関に係る処方せんによる 

調剤割合に基づく調剤基本料の特例対象範囲を拡大する。 

(2) 医薬品の備蓄の効率性や医療経済実態調査結果における損益率の状況等 

も踏まえ、特に大型のいわゆる門前薬局の評価を更に適正化する。 

(3) (1)及び(2)と同様に医薬品の備蓄の効率性も考慮し、いわゆる同一敷地内 

薬局の評価を適正化する。 

 

 

 Ⅳ－８ 医薬品、医療機器、検査等の適正な評価  

(1) 薬価専門部会の議論を踏まえて取りまとめられた「薬価制度の抜本改革に 

ついて 骨子」及び保険医療材料専門部会の議論を踏まえて取りまとめられ 

た「平成 30 年度保険医療材料制度改革の骨子」に基づき対応する。(Ⅱ－２ 

(1)再掲) 

(2) 材料加算として評価されている材料等について、実勢価格等を踏まえた適 

正な評価を行う。 

(4) 医療技術について、実態を踏まえ、以下のような評価の適正化を行う。 

④ 血行促進・皮膚保湿剤(ヘパリンナトリウム、ヘパリン類似物質)の使用 

実態等を踏まえ、保険給付の適正化の観点から、必要な対応を行う。 

 

 

 

 

 


